




心的外傷後成長（PTG）研究におけるナラティブ・アプローチ─ 苦労体験学（Suffering Experience Research）に向けて アミア・リーブリッヒ
テキストマイニングによる被災体験学（Disaster Experience Research）への混合研究法アプローチ─ 死に関する表現と心的外傷後成長（PTG） いとうたけひこ
東北被災者における援助体験学（Helper Experience Research）─ 援助者セラピー原則（Helper Therapy Principle:HTP）に着目して 井上孝代
患者体験学（Health Experience Research）の実践─ 生命予後告知のあり方を巡って～「健康と病いの語り」のデータから
佐藤（佐久間）りか
研究プロジェクト：東日本大震災の被災者の語りにみられる人間的成長の混合研究法による分析 ── 087
今回収録された4本の論文は2014年度の和光大学総合文化研究所の研究プロジェクト「東日
本大震災の被災者の語りにみられる人間的成長のミックス法による分析──心的外傷後成長に焦
点を当てた質的分析とテキストマイニング」の研究成果の一部である。ミックス法という表現は、
Mixed research methodsの日本語訳であるが2014年より「混合研究法」という言い方が標準
になり、日本混合研究法学会も2015年に発足予定であるので、本特集の表題を混合研究法とい
う言い方に改めた。
4つの論文は、いとう論文に解説があるように、ナラティブアプローチおよびそれにテキスト
マイニングを組み合わせた混合研究法による「患者体験学」、「援助体験学」、「被災体験学」を構
想している。すなわち、病い体験者自身の語り、援助体験者自身の語り、そして被災体験者自身
の語りを分析し、それらからどのように意味と情報をくみ取ることができるかという試論を各著
者が提示したものである。
これらの語りに共通するものは「苦労」であると考えた。苦労については浦河ベてるの家（注）に
よれば「失敗やいきづまり、病気、不安、悩みなどの様々なエピソードに愛着とその大変さを生
きてきた当事者への心からのねぎらいと尊敬をこめて『苦労してきたネ』と言う」と表現されて
いる。被災体験、援助体験、がんなどの病気の体験もこのような苦労に満ちている。そして、病
いの体験者、援助の体験者、そして被災の体験者の研究を総称して「苦労体験学」(Suffering
Experience Research)と呼ぶことをいとうが提案した。
実は、これは呼び名が新しいだけで、このテーマではすでに多くの研究が蓄積されている。心
的外傷後成長（PTG）の研究もそのうちの1つである。また、浦河ベてるの家に端を発した当事
者研究も、苦労をどのように自分が取り戻し、良い苦労にしていくかのグループアプローチであ
る。井上が提案した援助者セラピー原則の震災被災者援助者への理論的拡張も、本来はアルコー
ル依存症の自助グループから出発したものである。今回は、被災者の状況や病気の種類などの違
いを尊重しつつも、そこで立ち現れる人間の美しさと強さを紹介するとともに、現状への提言も
視野に入れた。今後の苦労体験学の展開が楽しみである。なお、本特集の原稿整理に協力した堀
口裕太さんと木下恵美さんと斎藤裕也さんに感謝する。　　　　　　　　　　（いとうたけひこ）
(注）冊子『奇跡の病気・治りませんように～ベてるの家の“深化”論　第18回べてるまつりin 浦河 2010.6』の「今更聞けない　べ
てる基本用語」（p. 31）より
ナラティブアプローチと混合研究法による苦労体験学の構築
研究プロジェクト：
東日本大震災の被災者の語りにみられる人間的成長の混合研究法による分析
─ 心的外傷後成長に焦点を当てた質的分析とテキストマイニング
